
学

会

集

報
学

ム

五

島

町

未

報

理

事

会

昭
和
三
十
七
年
度

〈
第
三
回
〉

昭
和
三
十
七
年
十
二
月
五
日
於
龍
谷
大
学
本
館

一
、
昭
和
三
十
七
年
度
学
会
均
計
中
間
報
告

一
、
第
十
回
大
会
開
催
に
関
す
る
件

第
十
回
大
会
は
昭
和
三
十
八
年
五
月
十
入
、
十
九
の
両
日
、
奥
正
派

本
山
に
お
い
て
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
協
議
す
る
。

〈
第
四
回
〉

昭
和
三
十
八
年
二
月
二
十
八
日
於
龍
谷
大
学
図
書
館
応
接
室

一
、
第
十
回
大
会
開
催
に
関
す
る
件

第
十
回
大
会
の
開
催
に
つ
い
て
諸
事
項
を
検
討
協
議
す
る
。

（
第
一
、
第
三
回
の
記
事
は
前
号
に
掲
載
）

昭
和
三
十
八
年
度

〈
第
一
回
〉

ご
二
人

於
輿
正
派
本
山
会
議
室

昭
和
三
十
八
年
五
月
十
八
日

一
、
学
会
々
計
の
件

ー
、
昭
和
三
十
七
年
度
決
算
承
認

2
、
昭
和
三
十
入
年
度
予
算
案
審
議

一
、
第
十
回
大
会
の
進
行
に
関
す
る
件

一
、
学
会
運
営
に
関
す
る
件

学
会
役
員
の
改
選
と
次
年
度
の
大
会
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

〈
第
二
回
〉

昭
和
三
十
八
年
七
月
三
日
於
龍
谷
大
学
図
書
館
応
接
室

一
、
「
冥
宗
研
究
L

第
八
輯
編
集
に
関
す
る
件

一
、
第
十
回
大
会
会
計
決
算
報
告

第

十

回

大

会

〈
一宗第
、講相ー
慈 j寅聖臼京昭
鎮跡〉都不n
和l 巡市三
尚拝十
とと王八
青 臨月興年
蓮 地十正 －fI_
院 議八派月
演日本 t-
山入

九
日

於
主
円
蓮
院
翠
頂
の
問



拭

明

暗

班

赤

松

俊

秀

氏

一
、
法
然
上
人
と
士
口
水
祥
坊

蚊

将

戦

時

球

藤

島

達

朗

氏

一
、
覚
信
尼
公
と
大
谷
廟
堂

鵡

日

時

時

閣

官

崎

円

道

氏

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
開
催
、
聴
衆
一
七

O
名
が
会
場
に
あ
ふ
れ
で
極
め

て
盛
会
で
あ
っ
た
。
講
演
終
了
後
、
主
円
蓮
院
、
元
大
谷
、
知
恩
院
廟
所
、

土
口
水
禅
坊
を
巡
拝
し
、
絶
好
な
五
月
晴
れ
の
も
と
有
意
義
な
半
日
で
あ
っ

た
懇

親

会

於

輿

正

派

本

山

宗

務

所

二

階

広

問

先
ず
会
員
の
親
肢
を
深
め
る
意
味
で
、
午
後
五
時
よ
り
夕
食
会
が
開
か

れ
た
Q

興
正
派
新
門
の
御
臨
席
も
あ
り
、
会
員
八
十
五
名
が
出
席
す
る
。

は
じ
め
に
興
正
派
千
葉
宗
務
総
長
の
挨
拶
、
次
い
で
大
原
理
事
長
の
挨
拶

が
あ
っ
た
後
、
各
自
答
を
と
る
じ
し
ば
ら
く
し
て
輿
正
派
蘭
氏
の
司
会
の

も
と
に
、
一
二
門
徒
派
宗
務
総
長
清
原
良
雄
氏
、
金
沢
大
学
教
授
橋
本
芳
契

氏
、
佐
賀
龍
谷
短
大
教
授
森
脇
一
掬
氏
、
山
下
む
つ
女
史
、
輿
正
派
教
学

参
務
綾
俊
照
氏
の
ス
ピ
ー
チ
も
あ
っ
て
、
歓
談
す
る
Q

そ
の
後
懇
談
会
に
移
り
、
「
本
学
会
十
周
年
に
当
り
真
宗
学
界
の
同
顧

と
展
望
」
と
言
う
テ
l

マ
の
も
の
と
、
龍
谷
大
学
教
綬
普
賢
大
円
氏
の
司

会
に
よ
っ
て
進
行
す
る
。
創
設
十
周
年
を
迎
え
た
本
学
会
が
、
そ
の
聞
に

如
何
な
る
役
割
を
果
し
た
か
、
ま
た
今
後
如
何
に
あ
る
べ
き
か
に
つ
い

て
、
歴
史
的
－
面
と
教
義
的
回
と
分
け
つ
つ
討
議
そ
重
ね
て
い
っ
た
。
細
川

行
信
氏
、
雲
村
賢
淳
氏
、
藤
島
達
朗
氏
、
加
茂
仰
順
氏
、
山
本
仏
骨
氏
、

学

会

集

報

橋
本
芳
契
氏
、
安
本
一
正
氏
、
佐
々
木
微
真
氏
、
森
脇
一
掬
氏
、
西
本
龍

山
氏
、
藤
原
氏
、
小
西
氏
、
幸
田
氏
等
の
発
言
が
あ
り
、
歴
史
函
に
お
い

て
は
、
こ
の
十
年
間
本
学
会
の
尽
力
に
よ
っ
て
種
々
有
益
な
資
料
が
我
々

の
前
に
提
供
さ
れ
た
こ
と
は
、
何
も
の
に
も
か
え
が
た
い
有
意
義
な
こ
と

で
あ
っ
た
Q

し
か
し
な
が
ら
そ
の
研
究
方
法
に
つ
い
て
は
、
多
く
第
三
者

的
な
立
場
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
後
我
々
は
宗
祖
と
し
て
の
親
驚

聖
人
研
究
と
言
う
方
向
に
お
い
て
、
我
々
が
如
何
に
生
き
る
か
と
言
う
主

体
的
な
問
題
と
し
て
研
究
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
言
う
こ
と
が
強
調
さ

れ
た
。
ま
た
教
義
市
に
お
い
て
は
、
過
去
に
お
い
て
は
一
般
の
思
想
界
と

の
対
決
、
交
渉
と
一
言
う
而
が
欠
け
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
今
後
か

か
る
方
向
に
留
意
し
、
吏
ら
に
真
宗
の
社
会
性
の
問
題
、
実
践
教
学
の
確

立
、
俗
信
仰
と
の
対
決
、
教
学
術
語
の
平
日
却
化
等
の
諸
問
題
に
つ
い
て
考

慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
た
c

以
上
約
二
時
間
に
一
日
一
っ
て
学
会
員
の
熱
心
な
討
議
が
続
げ
ら
れ
、
八
時

三
十
分
に
終
了
し
た
。

〈
第
二
日
〉
五
月
十
九
日

研
究
発
表
於
興
正
派
本
山
対
面
所

午
前
九
時
よ
り
午
後
三
時
ま
で
次
の
十
氏
の
研
究
発
表
が
行
な
わ
れ

たー
、
親
驚
教
学
の
も
つ
菩
薩
道
的
理
念
の
構
造

龍
谷
大
学

2
、

独

立

者

の

誕

生

大

谷

大

学

3
、
真
宗
道
場
の
形
態
1
1
看
坊
か
ら
白
庵
へ
｜

龍
谷
大
学

龍
谷
大
学

4
、
真
宗
寺
院
の
社
会
的
機
能

九

伊石川千

東田崎葉

慧充

明之

恵乗

ま章隆



学

会

集

報

5
、
本
派
前
期
宗
学
の
思
想
史
的
一
考
察
関
西
大
学

6
、
親
驚
聖
人
の
六
角
夢
想
の
偏
に
つ
い
て

大
谷
大
学

7
、
論
註
他
利
利
他
の
深
義
に
つ
い
て興

正

学

会

小

比

賀

保

8
、
江
戸
時
代
越
前
に
お
け
る
転
宗
派
に
つ
い
て

高

田

学

会

芦

原

慧

明

9
、

一

向

一

撲

の

解

体

に

つ

い

て

大

谷

大

学

北

西

弘

日

、

親

驚

聖

人

の

仏

弟

子

観

大

谷

大

学

広

瀬

呆

会

員

総

会

於

興

正

派

本

山

対

面

所

研
究
発
表
終
了
後
次
い
で
会
員
総
会
が
開
か
れ
た
。
こ
れ
に
は
木
辺
派

高
田
派
、
仏
光
寺
派
の
各
法
主
、
及
び
出
雲
路
派
、
一
二
門
徒
派
の
新
門

が
臨
席
さ
れ
た
。

第
一
部

一
、
開
会
の
辞
（
司
会
者
）

一
、
勤
行
（
嘆
仏
偏
）
調
声

一
、
挨
拶

一
、
挨
拶

一
、
祝
辞

一
、
祝
辞

一
、
祝
電
披
露

薗

日

香

名

止同

川
瀬
理
事

大
原
理
事
長

大
原
理
事
長

千
葉
興
正
派
宗
務
総
長

木
辺
派
法
主
狽
下

清
原
三
門
徒
派
宗
務
総
長

川
瀬
理
事

（
名
畑
応
順
氏
、
小
松
雄
道
氏
、
間
島
晃
一
氏
）

第
二
部

一
、
座
長
推
挙

司
会
者
よ
り
提
案
賛
成
を
う
る
。

一
四
O

国虫

座

長

松

原

理

事

一
、
昭
和
三
十
七
年
度
会
務
報
告

一
、
昭
和
三
十
七
年
度
決
算
報
告

一
、
昭
和
三
十
八
年
度
予
算
審
議

佐
藤
理
事
よ
り
報
告
及
び
説
明
が
あ
っ
て
会
計
に
関
し
て
は
原

案
を
原
認
可
決
す
る
。

一
、
学
会
役
員
改
選
の
件

一
、
次
年
度
大
会
々
場
の
件

有
二
項
目
に
つ
い
て
ま
と
め
て
佐
藤
理
事
よ
り
説
明
、
従
来
の

役
員
更
迭
の
時
期
が
事
務
上
不
便
な
た
め
、
一
一
年
お
き
に
大
会

終
了
後
更
迭
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
従
っ
て
現
役
員
の
任
期
は

従
来
か
ら
す
れ
ば
明
年
三
月
末
日
ま
で
で
あ
る
が
、
次
年
度
大

会
ま
で
延
期
し
、
そ
の
大
会
で
役
員
改
選
の
上
、
大
会
終
了
直

後
に
新
役
員
と
更
迭
す
る
こ
と
に
し
た
い
と
言
う
旨
を
提
案
し

承
認
さ
れ
る
。

ま
た
次
年
度
大
会
の
当
番
は
木
辺
派
本
山
と
し
大
会
会
場
は
龍

谷
大
学
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
す
る
。

て
そ
の
他
出
雲
路
派
藤
季
氏
よ
り
、
中
央
に
お
け
る
大
会
の
ほ
か
、
地
方

に
お
い
て
も
学
会
を
開
い
て
欲
し
い
。
研
究
発
表
の
ほ
か
に
特

別
講
演
会
を
開
い
て
欲
し
い
。
真
宗
各
派
の
統
一
せ
る
勤
行
作

法
の
制
定
に
つ
い
て
、
側
面
的
運
動
を
す
す
め
て
欲
し
い
と
言

う
要
望
が
あ
っ
た
。

記
念
撮
影会
員
総
会
の
後
御
影
堂
前
に
て
一
同
記
念
の
撮
影
を
行
な
う
。

た旦
＂ゴミミ



丙
堂
参
持そ
の
後
全
員
阿
堂
に
参
拝
、
以
上
を
も
っ
て
第
十
同
大
公
を
終

了
す
る
ν

第
十
回
大
会
記
念
品
解
説

浄
土
三
経
往
空
文
類

（
巻
説
写
真
参
似
）

興

正

寺

蔵

「
浄
土
三
経
往
生
文
類
」
は
親
驚
上
人
の
真
蹟
と
し
て
輿
正
寺
に
襲
蔵

さ
れ
て
米
た
も
の
で
、
一
般
に
ゴ
一
経
往
生
文
類
」
の
広
不
と
一
三
一
日
わ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
体
裁
は
縦
二
五
・
七
台
目
、
横
一
八
・
五
円
日
（
一
災
打

の
寸
法
は
こ
れ
よ
り
少
し
大
き
い
）
の
袋
綴
、
山
中
一
白
菜
に

1
行
、
一
行
十
二

字
内
外
、
本
文
三
十
葉
、
別
に
表
紙
一
葉
並
に
末
尾
に
奥
書
の
半
葉
と
か

ら
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
装
組
は
弘
化
年
間
興
正
寺
第
三
十
七
位
摂
信
上

人
の
修
理
に
な
っ
た
も
の
で
、
「
弘
化
帝
H4
自
御
黄
怖
染
御
泡
之
裂
関
白
政

通
公
賜
之
」
と
あ
り
、
前
の
ん
袋
憤
表
祇
の
焼
け
た
裂
が
残
さ
れ
て
あ
り
、

本
か
へ
の
紙
に
も
水
の
悼
悼
み
跡
が
見
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
実
行
の
な
さ
れ
、
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

表
紙
外
題
に

浄
土
三
経
往
生
文
類
平
俊
直

三

経

往

生

俊

直

と
あ
り
、
後
者
は
宗
祖
の
筆
と
断
定
さ
れ
る
。
叉
奥
書
に
は

学

会

集

報

今
回
は
特
に
興
正
派
本
山
の
配
慮
に
よ
り
、
同
派
の
安
居
会
と

関
連
さ
れ
た
め
、
大
会
参
加
者
は
約
一
入
口
名
を
数
え
、
極
め

て
盛
会
で
あ
っ
た
。

康
一
万
二
年
三
月
二
日
書
写
之

mm禿
親
驚
八
十
五
歳

と
あ
る
。
こ
の
平
俊
直
に
つ
い
て
は
明
徳
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

「
凋
月
記
」
に
見
ら
れ
る
「
玄
蕃
允
平
俊
直
予
」
と
推
察
さ
れ
、
玄
蕃
寮

の
下
位
の
職
員
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
う

2

「
三
経
往
生
文
類
」
は
、
経
論
釈
の
文
を
類
同
車
し
て
、
無
量
寿
経
・
観

無
量
一
寿
経
・
阿
弥
陀
経
の
三
経
に
よ
っ
て
難
思
議
・
繁
樹
林
下
・
難
思
の

三
往
生
を
分
別
し
、
そ
の
真
仮
、
佐
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
聖
人
八
十

三
歳
の
撰
述
に
な
る
略
本
に
は
往
相
組
向
が
明
か
さ
れ
て
い
る
が
、
還
相

廻
向
に
は
及
ん
で
い
な
い
し
、
叉
信
・
註
の
二
法
が
一
ぶ
さ
れ
て
い
る
が
真

実
行
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
広
本
で
は
こ
れ
ら
が
整
備
さ
れ
て
い
る

こ
れ
は
時
本
と
聖
人
八
十
四
歳
撰
述
の
往
還
廻
向
文
類
と
の
丙
書
が
統
合

整
理
さ
れ
て
成
っ
た
も
の
が
広
木
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
文
中
に
は
返
点
の
「
レ
」
は
用
い
ず
、
「
二
一
一

E
「
上
中
下
」
を

用
い
、
振
仮
名
・
送
仮
名
・
返
点
・
句
切
点
は
朱
書
し
、
御
左
訓
は
国
主
一
同

じ
で
あ
る
が
、
所
々
墨
で
振
仮
名
送
仮
名
を
付
し
、
米
で
御
左
訓
の
付
さ

れ
て
い
る
所
も
あ
る
。

四



学

会

実

報

会

計

報

告

昭
和

十
七
年
度

昭昭
和和

十十
八七
年年
三四
月月

二二十日
五三入ーよ
一六入日り

、ま

七五二で
入 O九下戸
八五三
円円円

収
入
合
計

支
出
合
計

差
引
残
高

収
入
の
部

学
会
費
収
入

各
本
山
助
成
金

雑

収

入

前
年
度
繰
越
金

合

計

支
出
の
部

第

九

回

大

会

費

四

三

、

五

三

五

円

真
宗
研
究
第
七
輯
印
刷
発
送
費
二
ハ
一
二
、
一
一
七

O
円

会

議

費

一

一

、

五

二

O
門

事

務

費

七

、

七

六

O
円

通

信

費

一

、

七

O
O円

交

通

費

九

、

七

三

O
円

合

計

二

三

六

、

五

O
五
円

註
：
差
引
残
額
五
一
、
七
八
八
円
は
昭
和
三
十
八
年
度
会
計
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繰
越

し
た
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尚
第
九
回
大
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の
収
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内
訳
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て
報
告
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く
で
あ
る
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七
九
、
九
六

O
円

一
三
七
、
五

O
O円

二
一
、
一
一
一
一
一
円

四
九
、
七
一
一
円

二
入
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、
三
九
三
円

四

第
十
回
大
会
会
計
報
告
（
於
輿
正
派
本
山
）

f

五
月
十
八
、
十
九
日
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収
入
の
部

一
、
大
会
参
加
費
（
一
八
一
名
×
一

O
O）

二
、
懇
親
会
費
（
五
二
名
×
三

C
O）

三
、
昼
食
弁
当
費
（
三
七
名
×
一
五

O
）

四
、
学
会
充
当
金

五
、
輿
正
派
特
別
補
助

収
入
合
計

支
出
の
部

一

、

印

刷
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二

通

信

費

一
二
、
懇
親
会
費
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弁
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五
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臨
地
講
演
諸
費
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、
記
念
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七

、

徽

章

費

入
、
事
務
用
品
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九

、

雑

費

支
出
合
計

輿
正
派
本
山
特
別
補
助
金
（
内
訳
）

一
、
臨
地
講
演
帰
途
パ
ス
代
（
凶
台
分
）

一
、
臨
地
講
演
講
師
謝
礼
（
三
名
分
）

一
、
懇
談
会
茶
菓
子
代

一
八
、
一

O
O円

一
五
、
六

O
O円

五
、
五
五

O
円

四
五
、
九
七
五
円

四
六
、
一
九
O
円

一
一
一
二
、
四
一
五
円

一
二
二
、
六
四

O
円

四、

0
0
0円

二
六
、

O
一
O
円

一O
、
五

O
O円

一
七
、
五

O
O円

二
七
、
七

O
O円

二
、
三
二

O
円

六
、
二
七
五
円

四
、
五
七

O
円

一
一
二
一
、
四
一
五
円

六、

0
0
0円

一二、

0
0
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三

一

六

O
円



一
、
研
究
発
表
者
記
念
品
代
（
一
三
名
分
）

て
大
会
参
加
者
一
記
念
品
代
（
一
九
九
名
分
）

一
、
事
務
用
品
費

一
、
役
員
会
、
そ
の
他

合

計

七
、
入

0
0円

一
九
、
九

O
O円

二
、
九

0
0円

三
、
四
三

O
円

四
六
、
一
九

O
円

新
役
員
名
簿
（
到
師
一
州
一
一
一
什
一
伴
日
間
）

参顧

与問

真
宗
十
派
法
主
狽
下
（
氏
名
省
略
）

本
願
寺
派
宗
務
総
長

大
谷
派
宗
務
総
長

高
田
派
宗
務
総
長

仏
光
寺
派
宗
務
総
長

興
正
派
宗
務
総
長

木
辺
派
宗
務
総
長

誠
照
寺
派
宗
務
総
長

出
雲
路
派
宗
務
総
長

三
門
徒
派
宗
務
総
長

山
元
派
宗
務
総
長

龍

谷

大

学

長

大

谷

大

学

長

同

朋

大

学

長

京
都
女
子
大
学
長

学

会

品

果

報

藤山曾増高清小波石千物誓訓太
多

音上我山市原泉野原葉部山覇田

得正量顕祐良宗暁円夜義信信 j享

忍尊深珠恭土佐一祥成亮道暁雄昭

前元高

理理田

事事学

長長会

名大生

畑江桑

応淳完

順誠明

理
事
長
大

原

理

事稲
葉
秀
賢
、
藤
島
達
朗
、
松
原
祐
善
（
以
上
谷
大
）
大
原
性
実
、
宮

崎
円
遵
、
佐
藤
背
英
、
普
賢
大
円
（
以
上
龍
大
）
川
瀬
和
敬
、
平
松

令
一
ニ
（
以
上
高
田
学
会
）

評
議
員
稲
葉
秀
賢
、
藤
島
達
朗
、
松
原
祐
羊
Z

弓
三
品
彰
英
、
日
野
環
、
赤
松

俊
秀
（
谷
大
）
大
原
性
実
、
宮
崎
円
遵
、
佐
藤
哲
英
、
大
友
抱
撲
、

小
笠
原
宣
秀
、
普
賢
大
円
（
龍
大
）
川
瀬
和
敬
、
平
松
令
三
、
岩
田

繁
三
、
竹
内
光
範
、
玉
樹
真
染
（
高
田
）
橘
純
孝
（
同
朋
大
）
土
井

忠
雄
（
京
女
大
）
森
脇
一
掬
（
佐
賀
龍
谷
短
大
）
山
本
正
文
（
大
谷

専
修
学
院
）
石
田
瑞
麿
（
日
本
教
学
研
究
所
）
佐
々
木
求
己
（
真
宗

史
研
究
会
）
佐
々
木
篤
祐
（
仏
光
寺
派
（
園
修
（
興
正
派
）
二
村
龍

華
（
木
辺
派
）
大
悟
諦
現
（
誠
照
寺
派
）
池
聴
水
（
出
雲
路
派
）

林
精
専
（
三
門
徒
派
二
局
自
祐
恭
（
山
元
派
）

性

実

一
回
三
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学

F三民』

貝

名

簿

" 日B
平日

十
八
主予
/¥. 

月
現

在'-.-1 

学

三i民』

葉

報

四
四



大大大小小小小小織織越榎遠江字上雲内爪梅梅海白白上
野笠 生

江江江寺串原川川田田智原藤上野杉藤海津原原野井井場

学淳智千ち 宣 貫祥顕宣徹祐浄行慧義静隆隆真徹元史謙

会誠朗導よ侍秀譲三宅真イ言祐了）｜原信信岳道子雄章隆雄成郎澄

禁

報

四
五

堅柏笠箆梯柿加加加加可奥 1中岡横正太太大大大大大大大

田原原 本茂藤藤藤西田 超親回田屋橋橋 i岡原因友

祐一保実理仰仏源 大教誠亮慧合祖 憲俊微龍性弁抱

修泉男憲円海順眠道晃秀宝諦二日英電力一雄映明実隆瑛



雲串限久久工九桐清清北北木木北北北岸河川川金金亀潟

村本多｛呆我藤谷渓原田畠畠辺辺島野西部辺瀬崎谷児井岡

賢喜玄伊 成龍順良円利典宣孝慶焼 武慶和恵報黙尊孝学
勢

j享美修松！煩性城忍、雄昭親生慈滋喜真弘利縁敬王章光存麿昭 会

主権近河高幸五児小小小小小小小小小小顕暮倉倉倉桑桑
比

き藤藤野下城来玉松松賀林林西島島菅泉真沢田石石原戸
短

高正真円恵勇 晃文雄保浄輿美叡真顕宗学定正文法昭証
代

詰樹因月証猛重信雄道一子夫子成穣道一苑雄邦昭朗薫性

実

報

四
ノ、



摂正下島島柴篠篠信志旦真真漣桜桜西佐佐佐佐佐佐佐佐
楽々々々々々々々

受信津本津岡田崎楽賀村田田 部井寺藤木木木木木木木

学静了智 行 龍チ峻孝専大有 文寛 JI¥哲良玄篤乾徹 求
本

会波範照清諦悟雄子麿紀精道美専鏡城義英憲智祐三真了己

禁 事

報

四
七

武竹竹竹高高高高高高高高大太大多国田田薗薗園勢甚城
千 中

田中島内柳峰松橋橋橋穂、田門宰梧屋 中所田田 野野山
文

恵誠宗光 了正隆利呑徹慈照雪諦頼栄久重呑香 武諦晃

明ー研範哲州哲真校苗乗昭忍丸規俊堂夫義融勅儲義観峰



寺寺寺寺堤土土辻築誓千種棚友立谷谷谷龍多武武武武武

地林西西井 山橋 山葉田瀬山花中下口渓田邑内田回国

恵玄教玄文秀 2信乗哲裏恵浄祐一瑞彰謙尚紹真賢公学
↑享然猷亮立夫高栄寺暁隆也爾水見宝夢渓信順邦晃純寿丸会

実

報

灘長長永永儲長中中中中直直真名名富藤徳得豊常土士隠
盤

本安岡田田 尾山村神巨井林海畑畑永条永能原井 flE井山
文

愛章智敬昌信日夜正顕文徳宏孝玄 応 弁道光宣猷 忠仁

慈俊龍信堂雄旭晃真雄恵之庸洋崇順真文雄麿秀麿暁雄忠、

四
人



浜服林林林長英幡泰波畑橋橋野野野野西西西西二二南鍋
谷多 ι 十

田部 山 谷野野 本本部世口上本村刊岡二条部島

学七了精水教正秀 宝暁徹芳勝了日俊龍鳳2義鉄秀 俊

会覚雄専月真観雲明 E章浄秀契重慧、陽男静山麟館融鎧政勇樹
集

報

四
九

藤藤藤藤藤藤福福普普富深深平広広平日日日秀久久久浜
貴

下下沢岡井 原川賢賢原川浦尾瀬岡松野野野野本野田田

信等桂了徳光亮光晃大章倫正深 憲令 振誠大勝龍富勉

英躍珠観龍永厳生寿円信雄文広果了三環作憲 irJ信英子戒



増増正前真細本本細穂星宝二二二二藤藤藤藤藤藤藤藤藤

山田木波木川多多川積野池村葉俣村葉原原原野下谷 島

顕浄倭純智行正信行重元龍真憲和龍性凌良幸立大秀秀達学

珠門書一英樹活雄信次豊慧吾呑男華信雪行章然円道泣朗会

宮宮宮宮水水道神三三三三三益松真松松松松松松松松松
子

地下崎川戸高端上井好木木浦永岡鍋山本原永信野下谷尾

廓正円秀善英良恵稔博照幸乗普宗広智霊祐良定純善了清

慧謙遵一英昭秀龍淳信国信雲行幹済光正善彰雄孝昭玄城

実

報

五。
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昭
和

十
五
年
度
以
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の
学
会
費
未
納
者
は
之
を
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第十回大会一記念昭和三八・五・一九於、興正寺


